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成果に関連して出版、もしくは印刷、投稿中の論文リスト

論文発表
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研究会発表

� 中里直人� 新世紀における銀河宇宙観測の方向研究会その４2“ハロー星の化学力学モデル”2
三浦市2 <���年 �月

� 中里直人2 茂山俊和2 辻本拓司2 吉井譲� 日本天文学会 <���年秋季年会2 ”非一様化学進化を
考慮した (�9法による銀河進化モデル ”2 盛岡市2 <���年 ��月

成果の概要

我々のプロジェクトでは、(�����!5 �� ��'�! 9&5 �5&����'� �(�9� 法を応用したシミュレー
ションモデルによって、銀河の形成と進化をあきらかにするために、/3=システムを使用した
研究をおこなった。
本年度は、銀河の形態の起源を、数値シミュレーションで銀河の形成過程を調べることで明ら

かにするために、同様の (�9シミューレションによって、ガス粒子 4��� � <�� ���、暗黒物質
粒子 4���� � <�� ��� 程度による銀河モデルを ���モデル計算した。計算をおこなった ���の初
期モデルは、以下のようなパラメーターで生成した。
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� %�/のパワースペクトラムを持つ密度揺らぎ
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� 初期赤方偏移 � � <�

� バリオンの割合は質量の ��B

� ��の密度揺らぎに相当する球形領域

� 球の半径は � ��� /$' �'���,��8 )����2

� 重力のソフトニングは ���� A ����� A ��� �$'2 ����� A ��� �$'

各初期モデルには、初期条件として速度場に剛体回転を加え、結果として、モデルにより初期のス
ピンパラメーターは ����� ����となった。また、モデルによって質量が若干異なり、�� �� ����

��の範囲に分布している。この ���モデルについて � � ���まで、さらにそれらから選んだ ��

モデルについては、現在まで �� � �まで�の化学力学進化計算をおこなった。このような大量の



モデルによる銀河シミュレーションはこれまでおこなわれておらず、計算結果は、数値シミュレー
ションで得られた銀河のカタログとして利用することができる。このカタログを利用することで、
天の川銀河のモデルに適した初期条件を選び、これまでよりも詳細な天の川銀河のモデル構築を
おこなうことができるようになる。
また、このカタログを利用すれば、複数の銀河が力学的に相互作用している系のモデル構築も

できるようになる。相互作用している銀河の化学力学モデル構築はいままでほとんどおこなわれ
ておらず、それは、初期条件として必要なガス、星、暗黒物質の三成分からなる '������!��な銀河
モデルを、� $ �� �に作ることが困難である。我々のカタログから適当な銀河を選び、'������!��

な初期モデルとして利用することができる。本年度は、アンテナ銀河と呼ばれる相互作用銀河に
注目して、化学力学モデル構築のための予備的な計算をいくつか開始した。


